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取少上げ供就したが結果吐第8表に示した過少である．

すなわち除草効果ではPAM・H E一鋸l n－1仙

系I・封エア・MC∵P C Aが効果高かった．しかし，H

E一朗・M〔∵PC Aは稲に対する影響が大きく現地附近

での使用は困難と考えられる・又MO PCA及びAMを

8番時使用した場合．前者は稲々効果高hが1番時老幼

を示したもの程でなかった．以上よや初期除草剤として

はPAM及びyェPが有効であることが明らかにされた．

第　図　宮城蜘こおける6月F旬最低気視等混線図
（1961－’63平均）

gの体系となろう．

不県に卦ける昭和89生皮除草剤の普及状況はP C P系

UP O f入肥料を含む）伍，760ね，後期ホルモン系

咽．lt泊地に逢したが，日然条件によ少これら除草剤を使

用できない地域が相当にある．第2図と8回は1那lJ68

の8ケ年平均忙よる等温線図である．llが2年は6月下

4　　考　　察

以上8ケ毎の結果から考えられる方法は

1番＝機械甲耕除草＋

‡…燕討

4，t

何れも8当

成分‾鰻
lこの甲の1絹】

2番＝雑草量にユタ必要あれば機械甲耕除草

8番＝雑草量Ⅵよカ必賃あればMCP一五をa当成分3

第3回　宮威県における6月下旬平均気温等配線図
（1961～’63平均）

旬が極めて低値を示しト地域忙よって異なるが8－5C

位低温であった】．これに上ると6月下旬の最低気屯が述

Cを下廻る頻度の高い高冷l永）地帯は約4，∝氾ha，

M C Pの安全限界と考えられる平均気温劫Cを下廻る地

帯は2，加地程度であわ上記体系がこれら地帯の除草岳

として有望左方式と考えられる．

水稲湛水薦播における除輩剤の播種前処理について

佐藤　隆・大沼　済・後藤清三

（山形県温訳）

1　甘　え　が　き

水稲湛水直楢の成否は，初期生育の安定と雑草防除に

かゝつているといっても過育てをい．雑草防除は，各種

除草剤の活用に上る化学的防除法が主体となって，ほゞ

体系化されるようになったが．除草剤では．初期生育期

散布としてDC PAの実用化に負うことが大きい．しか

しながら⊃（）PA吐，特殊な選択性を有する反面，除草

効果吐，完全落水，天候などの諸条件に左右されること

が大きいため．直踏栽培を拡大して行う場合は．濯排水

施設などの土地基盤の整備が必要をことゝ，裏目不では，

気象的に降雨が多く，応々托して遥劇防除を失する場合

が多いので，初朗雑草防除の改善を図少，効率的除草法

を確立するため．湛水直播栽培にかける除草剤の播種前

処理について武威を実施した2，8の結果について報告

する．
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2　　試　験　方　法

1．疎葺判の碩頒と播種前処理武威ll≦lP）

け）供式品種　オオトリ

⑦　痛憶朋　　8月31日

8）　武威区の構成

備考し、3．；0。aト′ト

こ1ポット当りノビエ種子2g播種

0勉理是はa当り成分品を示す．

え　除草剤mPの播種前処琴に関する試験tl姐日

印　供試品種　言わのはな

助　播種胡及び方法　5月4日　みのカ式播種磯を用

い・予め種籾に石膏塗布したものを，a当カ1晦　80m
粂播

㈲　試験区の構成

その l　 y エアの種類と処理 方法

処理条件 播種 6 日前 牌 ／Ⅳ）

全 届 処 理 土 壌 処 理

生育期 13勅 ）

区別 処 月日遜／V ）

D Cf■A 乳剤鞄
1 8 兼朋P C P A払

－ －
2　Ⅳエア軋　 2 0

－ Ⅳエア乳剤幻g

8　 ク　　 8 0
－－・ Ⅳエア乳剤30

－
4　y IP 粒　 2 0

－－ Ⅳエア粒剤劫
－

5　Nエア化訓 表層
－ ⅣI P 化成都 －

6　Ⅳエア粒40 全届 N I P 粒剤側 g
－－ －■■■

7 加工P 化亜 全備 y I P 化成40 － －

その 2　 除草剤種類 と処理条件

備考・試験その1，その2共に，除草剤処理量は，a当り

成分量を示す・播種は，8ぶ湛水して播種する．

3　　武　威　結　果

1．除卓剤の種親と播種前処理試験119盛り

n）除草剤の播種前処理における　水稲発芽生育に

ついて

A．発芽成苗歩合及び初期生育においては，第1臥

第1表に示されるように，何れの除草剤も抑制傾向は見

受けられるが，接触型PCP・TCTP　が特に発芽抑

制が著しく，生育的にも後期ほで影響するため実用性は

認められないが，移行性の強hNI P・DBNでは，極

めて影響が少く，特にNI Pは，発芽上少初期生育期朝

は椙々抑制傾向が認められるが回復も早く極めて安全性

が高いことが確認された・

な卦，播種前処理8枚では，5日前処理が一般によい

傾向が認められるが，余少明瞭でなかった・
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第1回　発乳成蒋歩合

B・ノビェ及び雑草防除効剰こついて，ノビエ防除効果は

PCPが最も高く次いでTCTP＜NT PであるがDBN

ii効果的でなかったまた雑草防除効果もPCP＜NIP＜

DBN＜TCTPの順となるが，柏にTCTPに多いのは，

トキンソクが発生したためで，除草剤の選択的殺葺性が

大きく関係しているものと推察されるが，特KN工Pの

選択的作用性が注目される．

2・除草剤佃I Pの挿饉前処理に関する試験

11朔日

、m NエP播種前処理に分ける水稲成首歩合は，種

類及び処理方法に関係少く，処理時期に影響が認められ

る憤向があれ　播種6日前はほとんど影響が認められな

いが，播種8日前処理に封いて若干劣る傾向が認められ

る．

また．生育で吐，除草剤処理に上る生育遅延．薬害な

どは何れも認められなhが，6月下旬の甲朋生育以降に

卦いて，除草効果；の劣った　　D By・A皿4及びNエ

ア化成訟表層処理が雑書害の影響を受けたためと考えら

れるが，特に分けつ抑制が大きい．

⑦　ノビエ及び椎茸防除効果は，第3図に示すよう

搾，yI fの描種前処理の効果が頭書であって，8東胡
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D（）PAよ少安定性が高い傾向が認められるが，A皿．4　　むしろ散布量が関係して，処理量の多．h区が高まる傾向

DBN共に効果的でなかった．NI pの種類では．Nェ　　が見受けられる・

P化成表層が特に劣る以外は，顕著夜差吐認められなく，
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荊2表　　生育調査成‾績　　　　　　そのI y工Pの一度炉と処理方法
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区 別
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第3衣　生育調査成揖　その2　除草剤稜税と処理条件
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第3回　雑草調査そのlNIP種類と処理方法

な卦処理方法，条件では，播種前土壌処理忙較べ全層

混入が高い傾向が見受けられるが，実用的には土壌処理

が有利と考える．また，落水・洪水処理では，落水処理が

優る傾向が認められるが．本試験の範囲内では大差がなか

った．

4　考　　察

1．湛水直楯に分ける除草剤の播種前処理について検

討した結果，除草剤では，特異な選択的作用性を持つN

エアが安定して効果的である・

a NIPは．播種前処理日数に上る水稲発芽生育に

影響が極めて少く，削型的にも，乳剤・水和剤，粒剤共
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第4図　雑草調査（1刑2当り）
その2除草剤礁規と処理条件

に大差をく効果的であり，また．処毘条件も湛水，落水

では大差をいので，処理条件の決定は，水田条件に応じ

た・作業手段としての散布機具や，播種株式を決定する

播種機などを前提として剤型や処理条件を考慮すべきも

のと考える．

8・ⅣエPの処理量は，8当少成分量劫く恥gが除草

効果高く，水稲の発芽生育に影響すること極めて少レHD

で，ノビエ及び雑草の発生程度によって決定すべきもの

と考えるが，除草体系的には，播種前処理のみの完全防

除には，夜分問題があるので，生育期DcpAの併用処

理忙上って，初期雑草防除を上少適確に出来るものと期

待される．


